令和３年度第５回理事会議事録（抜粋）検証会
招集通知日 令和４年３月１７日（木）
開催日時   令和４年３月２８日（月）午後6時00分～
開催場所   伊豆の国市商工会本所２階会議室
出席者数　　２３名（内　監事２名）
欠席者数　　１２名　
出席役員氏名　別添
司会者　　　　松下泰孝（事務局）
議長氏名　　　大沢秀光（会長）　
議事録作成者　川口英昭（副会長）
議事経過と結果
　定刻6時00分、事務局松下の司会で開始された。
　「開会のことば」を土屋副会長が行った後、大沢会長が「会長あいさつ」を行い、4月か
らの事務局体制について鶴見経営指導員の帰任と松下経営指導員の3月で退職、再雇用で事
務局長として就任することを報告した。経営発達支援計画の検証会。北川中小企業診断士、
行政より天野経済環境部長、宮口農業商工課長、小山係長、県連伊藤主幹をお迎えしての検
証会と紹介。続いて事務局松下は本会定款３２条５項に基づき、大沢会長を議長に指名。
議題に先立ち、令和３年度伊豆の国市商工会経営発達支援計画の検証会を開催する旨の説
明が事務局松下よりなされ、検証会を開催した。
令和３年度伊豆の国市商工会経営発達支援計画検証会（最終）（別紙）（資料１－1～３）
➀行政、学識経験者紹介
　　　ワンホープ・ビジネスコンサルティング
　　　　　(中小企業診断士) 　　　　  代表　　北川　裕章　様
　　　　　伊豆の国市経済産業部　　　　　部長    天野　正人　様
　　　　　　　　〃　農業商工課　　　　　課長　　宮口　広明　様
　　　　　　　　〃　　　〃　　　　　　　係長　　小山　恵美　様
　　　　　静岡県商工会連合会企画経営課　主幹　　伊藤　彰　　様
②経営発達支援計画の検証（議長は会長）　
○計画の概要の説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・平成２７年７月１５日、第1回認定で本会第1期計画が経済産業大臣より認定。
（平成２７年４月～平成３０年３月　３ヶ年計画）
・平成３０年３月１６日、第５回認定で本会第２期計画が経済産業大臣より認定。
（平成３０年４月～令和５年３月　５ヶ年計画）／４年目
○令和３年度伴走型小規模事業者支援推進事業補助金の報告　　　　 (資料１-１追加)
　・事業内容と支出内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （資料１-１）
令和４年３月１日実績報告　　３，０８２，６９０円 
・事業承継事業報告会の報告（２月２１日）　　　　   　 　　　　  （資料1-２）
塩野中小企業診断士、小山市農業商工課係長、総務委員会委員出席。
報告書の説明、今後の方針（取組）について  
○令和３年度の実績報告（４月～３月現在まで１２カ月間）
・実施報告書（定性、定量報告、今後令和３年度について） 　　　　 （資料１-３）
・大沢商工会長報告（総括報告）
経営発達支援計画を推進するにあたり、依然として小規模事業者の経営環境は外部要因
となるロシアのウクライナ侵攻による燃料や原材料等の価格高騰や長期化するコロナ
ウイルス感染症の影響に加え、最低賃金の引き上げ、デジタル化やインボイス制度導入等の「事業環境の変化」への対応に迫られている。
多くの事業が中止や延期になる中で、明るい要因としては、１月より「伊豆の国物産館」
がオープンし、伊豆の国ブランド事業所等を中心に、多数の事業所が出展、新しい顧客
層に対しての販路開拓に取り組んでいる。併せて物産館では物を売ることのみならず、
「伊豆の国市を売る」ことにも努め市内全体での周遊も含めた連携事業も進め「リピートするまちづくり」を進めている。

商工会では事業環境の変化等に対応し様々な国・県・市の施策等を通して小規模事業を
支援し経営指導員等職員の巡回を中心に、幅広くより多くの小規模事業者に対し伴走型
の支援をより充実させていると統括した。
○評価と検証と今後
・中小企業診断士　　　　北川裕章　　　　　様
・各種セミナーや販路開拓支援等の多くの伴走型補助金事業に取り組んでいる。その点、
コロナ禍の業務多忙な中にあっても計画が着実に実行されていると高く評価できる。
・セミナーについては、内容がマンネリ化しやすく参加事業者も固定化されやすい。事業
者の要望やトレンドなどから適宜テーマを変更することも検討すべきである。次年度は、
DXやSDGs他も検討しているとのことであり幅広い事業者の参加が期待できる。

・事業承継計画策定支援は本計画の特徴の一つであり、着実に実行されている。次年度は
計画の最終年度となり、計画期間の全体を通した成果の把握が望まれる。

・地域の経済動向調査及び経営分析はコロナの影響を除いて各項目が100%以上の目標達
成率であり着実に実施されている。今後は、地域内経済動向についての現状把握や分析
等も発表することを検討されたい。

・事業計画策定支援及び策定後の実施支援については、資金調達に係る支援を除いて大きく目標を上回っており高く評価できる。

・令和4年度が本計画の最終年度になり、来年度中に次期経営発達支援計画の策定及び申請
がなされる。次回で3回目の申請となり計画の趣旨も浸透してきている。来年度も策定
に十分な検討が加えられるよう計画的に推進されることが望まれる。

・静岡県商工会連合会　　伊藤　彰　主幹　　様
・中間報告より、達成率が更に向上した項目もあり、全体的に多くの事業が伴走型補助金を
活用しながら計画通り実施され、順調に事業遂行をして頂いると感じられた。

１点気になった点としては、事業計画策定後の実施支援について販路開拓が他のものに比
べ低い点。販路開拓の事業計画策定後の実施支援を着実に行い、新事業展開の事業計画策
定へと繋げて頂きたい。

なお、令和４年度が本計画の最終年となるため、今年度と同様に令和４年度の着実な事業
実施と共に、第３期の経営発達支援計画の策定について、今回は市と共同して作成することになっているので、市と連携しながら第２期の結果を反映した新たな経営発達支援計画の作成をお願いしたい。

・伊豆の国市経済環境部　天野正人　部長　　様
・コロナ禍の中多岐にわたる事業を行っていることを評価する。
・販路開拓事業に関しては物産館での取り組みを行っているが来年度も展開を期待する。
・コロナ経済対策では市の施策についても事業者への積極的な周知を行い連携し展開できた。
・DXについては今後必ず必要になる事から多くの事業者が取り組めるよう事業を発展させて
ほしい。
・事業承継については市の施策である創業補助金の活用が可能。うまく活用して欲しい。
③その他
　　・今後の予定　　 
　　令和４年度
　　伴走型補助金の申請と発達計画５年目の推進
市と連携して事業継続力強化支援計画の推進
事務局松下が検証会について質疑を求めたところ土屋監事が行政等との連絡会や会議の
成果はどのように使われているか？情報が正副会長や部会長にどう伝えられ他団体との
連携に寄与したのかを留意してほしい。また３期目の計画について若手理事や部会幹事を
招集し計画づくりを行う事を提案すると述べた。
会長がコロナ禍で開催されなかったが来年度は産業経済懇話会を開催したいと述べた。
事務局松下が各部会幹事会の意見を聞きながら進めていきたいと述べた。
事務局松下が他の質疑を求めたところ特になく検証会を終了した。
                                 　　　       

